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真菌性肺炎多発牛群の治療処置と防除対策
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要 約

肺炎が多発する搾乳牛５０頭のうち、１１頭の鼻汁、気管洗浄液などから Rhizopus 属真菌が検出された。肺炎牛

には抗真菌アンホテリシン B製剤を２～３回／２～３日間隔で投与したところ、呼吸器症状は速やかに改善され

た。また、防除対策として乾乳牛にも搾乳牛と同じ良質サイレージの給与、複合系カビ毒吸着剤と総合ビタミ

ン剤の添加を行い、さらに舎内の清掃、消毒を実施した。その結果、発症数の減少、発症牛の速やかな回復、

また同疾患による廃用牛がなくなり、病原体の早期特定に基づく抗菌製剤の投与と予防処置は有用であること

が判明した。
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牛の肺炎の病原体にはさまざまな細菌（含む真菌、マ

イコプラズマ）、ウイルスなどがある［１、４－５］。その中で、

真菌に起因する肺炎はあまり多く遭遇しない。

今回、著者らは、肺炎が多発する１ホルスタイン種牛

群で各種検査から真菌（接合真菌類の Rhizopus 属真

菌）を検出し、抗真菌製剤の投与を行うとともに給与サ

イレージの変更、複合系カビ毒吸着剤と総合ビタミン剤

の添加、舎内消毒などにより、良好な成績を得ることが

できたので、その概要を報告する。

材料と方法

１．供試農場

当農場では、乾乳牛を分娩前１０日前後に乾乳舎から分

娩舎に移動していた（図１）。乾乳舎は放牧場を備えた

フリーバーンで、乾乳牛約１０頭と育成牛約１０頭にはそれ

ぞれのパドックで自家製飼料がと敷料が使用されていた。

また、搾乳舎はタイストールで、搾乳牛５０頭には自家製

の飼料と敷料が使用されていた。

２．対策前予防処置

搾乳牛のみに酵母系カビ吸着剤が給与されていた（図

１）。また、ワクチン接種は毎年５月にサルモネラワク

チン、そして１０月に不活化５種ワクチンを全頭に接種し

ていた。

３．罹患牛

発症牛は２～１２歳（産子回数１～９）のホルスタイン

種１１頭で、いずれも乾乳舎から搾乳舎に移動されたのち、

分娩前７日以内（平成２１年５月１２日から平成２１年７月２１

日）に発症した。そのうち、移動後間もなくつぎつぎに

発症した３頭に共通する所見は、食欲不振、体温３９．０～

３９．５℃、呼吸速拍、発咳なし、前葉と中葉の肺音粗励な

どであった。これらの３頭は、各種抗生物質製剤、ヨー

ド製剤イソジン、補液製剤などの投与をおこなったが症

状は好転することなく、第１４～２８病日に廃用処分された。
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図１ 農場の成牛飼養形態の概要
＊５月／年：全頭サルモネラワクチン接種
１０月／年：全頭不活化５種ワクチン（ストックガード５）

接種
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４．細菌検査

廃用処分された３頭について生前の鼻汁と気管洗浄液

を採取した。また、牛群全体の感染状況を把握するため、

健常な乾乳牛５頭と搾乳牛３頭（産子回数１～５）、さ

らに連続発症牛３頭に引き続き発症した８頭からも鼻汁

を採取して病原体培養検査に供した。一般細菌は５％血

液寒天培地および DHL寒天培地 ５％CO２培養、ウイ

ルスは PCR検査（RT-PCR）、また真菌はクロラムフェ

ニコール加ポテトデキストロース寒天培地好気培養を

行った。なお、バルク乳のマイコプラズマ培養検査もあ

わせて行った。

５．病理組織検査

殺処分された３頭のうちの２頭の剖検と病理組織検査

を行った。

６．抗体検査

連続した発症牛３頭に引き続き同様な症状を示す８頭

の血清ウイルス抗体価検査を行った。ウイルス抗体価は

牛コロナウイルスをHI試験、他ウイルスは中和試験で

測定した。

７．治療

殺処分された３頭以後、新たに発症した８頭には広域

スペクトルで接合真菌類や酵母様真菌類に効能がある人

体用抗真菌製剤のアンホテリシン B（ファンギゾン注）

を使用した。５％ブドウ糖液３�に本製剤１５０�を混合

し、２～３回／２～３日間隔で頸静脈内に投与した。

８．防除対策

同一牛群の新たな発症を予防するため、以下の対策を

実施した。

１）給与サイレージの変更

当農場では、乾乳牛には多少品質が劣るサイレージを

給与していた。これを搾乳牛と同じ良質なサイレージ給

与に変更させた。

２）カビ毒吸着剤の投与

従前、比較的安価な酵母系のカビ毒吸製剤を搾乳牛の

みに投与していたが、これを複合系カビ毒吸着製剤に変

更し、乾乳牛にも投与させた。

３）総合ビタミン剤の添加

新たに総合ビタミン製剤を全頭に給与させた。

４）畜舎消毒

乾乳および搾乳舎の清掃、消毒などを確行させた。

結 果

１．病原体検査

１）廃用処分された３頭は生前に病原体培養検査が行わ

れた。その結果、有意な細菌、ウイルス、マイコプラ

ズマは検出されなかったが、すべての鼻汁と２頭の気

管洗浄液から酵母様真菌、また１頭の気管洗浄液から

接合真菌類の Rhizopus 属真菌が検出された（表１）。

新たな発症牛５頭／８頭からは接合真菌類（表２）、

また健常乾乳牛３頭／５頭からは Rhizopus 属真菌と

搾乳牛２頭／３頭から接合真菌類が検出された（表３）。

なお、バルク乳からマイコプラズマは検出されなかっ

た。

２）今回供試した１９頭の鼻汁から呼吸器疾患の主な原因

菌、マイコプラズマおよびウイルスは検出されなかっ

た（表１、２、３）。

表１ 廃用処分された３頭の生前の病原体培養検査

培養検体 結 果 備 考

鼻 汁

病原性細菌＊ ―＊＊

ウイルス ―
マイコプラズマ ―
酵母様真菌 ３検体

乳 汁 マイコプラズマ ―

気管洗浄液
酵母様真菌 ２検体 培養検体数２
Rhizopus 属真菌 １検体 培養検体数２

＊呼吸器疾患発現細菌
＊＊検出されず

表３ 健常牛８頭の病原体培養検査

培養検体 結 果 備 考

鼻 汁

病原性細菌＊ ―＊＊

ウイルス ―
マイコプラズマ ―
Rhizopus 属真菌 ３検体 乾乳牛培養検体数５
接合真菌類 ２検体 搾乳牛培養検体数３

乳 汁＊＊＊ マイコプラズマ ―
＊呼吸器疾患発現細菌
＊＊検出されず
＊＊＊バルク乳

産子回数１～５

表２ 新たな発症牛８頭の病原体培養検査

培養検体 結 果 備 考

鼻 汁

病原性細菌＊ ―＊＊

ウイルス ―
マイコプラズマ ―
接合真菌類 ５検体

＊呼吸器疾患発現する主な細菌
＊＊検出されず

血清ウイルス抗体価検査 全例とも異常なし
罹患牛１１頭の産子回数１～９
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２．病理組織検査

殺処分された３頭の肺組織には慢性炎症像がみられた。

そのうちの１頭（真菌性肺炎牛（A））の肺には線維化、

肺胞破戒を示す硬化病変が認められた（図２）。また、

他の１頭には（真菌性肺炎牛（B））の肺には軽度の間

質性肺気腫があり、肺胸膜の肥厚、線維化をともなう慢

性病変がみられた（図３）。

３．抗体価検査

廃用処分された３頭と同様な症状を示した８頭の血清

ウイルス抗体価に異常はみられなかった。

４．治療効果

今回、罹患牛は成牛で、症状は呼吸器症状のみである

こと、乾乳時低品質サイレージが給与されていたこと、

健常乾乳牛の鼻汁からも真菌類が検出されたことなどか

ら接合真菌類、Rhizopus 属を原因とする真菌性肺炎と

診断し、抗真菌製剤のファンギゾン注の投与を行った。

その結果、症状に速やかな改善がみられた。

５．防除対策効果

当農場の給与サイレージの変更、カビ毒吸着剤の全頭

投与、総合ビタミン剤の添加、畜舎消毒などの対策を行っ

た結果、発症数の減少、発症牛の抗真菌製剤投与による

速やかな回復が明らかになり、また同疾患による廃用は

なくなった。

考 察

牛の真菌性肺炎は、鼻腔からの胞子吸入が主要な原因

である。健常牛には稀な発症とされているが、免疫能が

低下するとそのリスクは高まる［５］。

当初、３頭の発症牛はいずれも乾乳舎から搾乳舎へ移

動されたのち、分娩前７日以内に発症し、各種抗生物質

製剤、ヨード製剤イソジン、補液製剤などによる治療を

図２ 真菌性肺炎牛（A）の右肺前葉後部（左）とその組織像（右）
線維化、肺胞の破壊による硬化病変などの慢性炎症像が認められた。

図３ 真菌性肺炎牛（B）の右後葉（左）とその組織像（右）
軽度の間質性肺気腫と肺胸膜の肥厚、線維化を伴う慢性病変などが認められた。
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試みたが症状は好転しなかった。

今回供試した１９頭の鼻汁から接合真菌類の Rhizopus

属真菌が検出され、呼吸器疾患の主な原因菌、マイコプ

ラズマおよびウイルスは検出されなかった。人医界では、

接合真菌類や酵母様真菌類に効能があるファンギゾン注

が使われる場合がある［２－３、６］。そこで、真菌性肺炎牛８

頭に投与したところ、速やかな症状の改善がみられた。

今回は、乾乳牛への低品質なサイレージの給与、乾乳

舎から搾乳舎への分娩前移動による生活環境の不慣れな

どさまざまなストレスに曝され、病原体に対する免疫能

低下し感染、発症をもたらしたことが考えられる［４－５］。

そこで、牛呼吸器病対策の一つとして、早期に原因を特

定すること、適切な対処を行うことが求められる。また、

牛舎環境を整備することにより感染のリスクは軽減し、

発症の抑制につながることが示唆された。
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